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●
は
じ
め
に

　
二
〇
〇
一
年
以
降
、
韓
国
で
は
、
障

害
者
に
関
す
る
法
的
環
境
が
大
き
く
変

わ
っ
た
。「
国
家
人
権
委
員
会
法
」（
二

〇
〇
一
年
）、「
障
害
の
あ
る
人
の
権
利

に
関
す
る
条
約
」（
以
下
、
障
害
者
権

利
条
約
）（
二
〇
〇
六
年
）、「
障
害
者

差
別
禁
止
及
び
権
利
救
済
等
に
関
す
る

法
律
」（
二
〇
〇
七
年
、
以
下
、
障
害

者
差
別
禁
止
法
）
の
制
定
・
批
准
が
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間
の
韓
国
に

お
け
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
は
、
決

し
て
偶
然
の
産
物
で
は
な
く
、
障
害
者

や
関
係
者
に
よ
る
粘
り
強
い
運
動
の
成

果
と
い
え
よ
う
。
障
害
者
差
別
禁
止
法

の
制
定
に
お
い
て
は
、
以
下
に
見
る
よ

う
に
、「
障
害
者
差
別
禁
止
法
制
定
推

進
連
帯
」（
現
在
の
「
障
害
者
差
別
禁

止
実
践
連
帯
」。
以
下
、「
障
推
連
」）

と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
法
制

定
の
動
き
を
主
導
し
た
。

本
稿
で
は
、
韓
国
の
こ
う
し
た
動
き

を
受
け
て
、
ま
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
差
別
を
包
括
的
に
禁
止
す
る
国
家
人

権
委
員
会
法
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
つ

ぎ
に
障
害
者
差
別
禁
止
法
の
制
定
過
程

と
内
容
を
概
観
し
、
二
〇
〇
八
年
四
月

の
障
害
者
差
別
禁
止
法
施
行
後
の
動
き

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、現
在
、

日
本
で
進
め
ら
れ
て
い
る
障
害
者
に
関

す
る
制
度
改
革
の
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
障
害
に
基
く
差
別
を
禁
止
す
る

法
制
度
確
立
の
手
が
か
り
の
ひ
と
つ
と

し
た
い
。

Ⅰ
．
国
家
人
権
委
員
会
法

１
．
韓
国
の
障
害
者
と
関
連
法
制
度

　
本
論
に
入
る
前
に
、
韓
国
の
障
害
者

の
現
状
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

障
害
者
数
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
福
祉

法
に
お
い
て
、一
五
の
障
害
に
類
別
し
、

軽
重
に
よ
る
等
級
を
設
け
、
障
害
者
登

録
す
る
登
録
制
度
を
規
定
し
て
お
り
、

こ
れ
が
参
考
と
な
る
。
二
〇
〇
八
年
現

在
、
韓
国
の
登
録
障
害
者
数
は
二
二
四

万
七
〇
〇
〇
人
で
あ
り
、
全
人
口
の

五
％
に
達
し
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
障
害
者
に
関
連
す
る
法
制

度
で
あ
る
。
教
育
関
係
の
「
障
害
者
等

に
対
す
る
特
殊
教
育
法
」（
二
〇
〇
七

年
制
定
）、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

関
連
の
「
障
害
者
福
祉
法
」（
一
九
九

〇
年
制
定
）、「
障
害
者
雇
用
促
進
並
び

に
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
法
」（
一

九
九
〇
年
制
定
）
公
共
の
建
造
物
や
情

報
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
の
推

進
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る「
障
害
者
・

高
齢
者
・
妊
婦
等
の
便
宜
増
進
保
障
に

関
す
る
法
律
」、「
交
通
弱
者
移
動
便
宜

増
進
法
」（
二
〇
〇
五
年
制
定
）、
政
府

省
庁
や
公
共
機
関
に
お
い
て
障
害
者
企

業
の
製
品
の
購
買
計
画
目
標
を
定
め
て

い
る
「
障
害
者
企
業
活
動
促
進
法
」（
二

〇
〇
五
年
制
定
）、
そ
し
て
障
害
者
差

別
禁
止
法
が
存
在
す
る
。

２
．
国
家
人
権
委
員
会
法

⑴ 

国
家
人
権
委
員
会
の
組
織
体
制
と
役

割
　
二
〇
〇
一
年
に
施
行
さ
れ
た
国
家
人

権
委
員
会
法
は
、
国
内
人
権
機
関
の
あ

り
方
の
原
則
を
定
め
た
「
国
家
機
構
の

地
位
に
関
す
る
原
則
」（
い
わ
ゆ
る
パ

リ
原
則
）
に
基
づ
い
た
人
権
機
関
で
あ

り
、
国
家
の
機
関
で
あ
る
「
国
家
人
権

委
員
会
」
の
組
織
設
置
法
で
あ
る
。
六

三
の
条
文
で
成
り
、第
一
章「
総
則
」（
第

一
条
〜
第
四
条
）、
第
二
章
「
委
員
会

の
構
成
と
運
営
」（
第
五
条
〜
第
一
八

条
）、第
三
章「
委
員
会
の
業
務
と
権
限
」

（
第
一
九
条
〜
第
二
九
条
）、第
四
章「
人

権
侵
害
及
び
差
別
行
為
の
調
査
と
救

済
」（
第
三
〇
条
〜
第
五
〇
条
）、
第
五

章
「
補
則
」（
第
五
一
条
〜
第
五
五
条
）、

第
六
章
「
罰
則
」（
第
五
六
条
〜
第
六

三
条
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
第
二
条
は
、
国
家
人
権
委
員
会
の

役
割
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
人
権

と
は
、
憲
法
と
韓
国
が
批
准
し
た
国
際

人
権
条
約
、
国
際
慣
習
法
に
よ
り
人
権

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し

（
第
一
項
）、
第
四
項
で
「
平
等
権
侵
害

の
差
別
行
為
」
と
し
て
、
性
別
、
宗
教
、

障
害
、
年
齢
、
社
会
的
身
分
、
出
身
地

域
な
ど
の
一
八
分
野
に
つ
い
て
、
雇
用

や
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
等
の
利
用
な
ど
に

お
い
て
特
定
の
人
を
優
待
・
排
除
・
区

別
し
、
並
び
に
不
利
に
取
り
扱
う
行
為

韓
国
の
国
家
人
権
委
員
会
法
と

　
　
　
　
　
障
害
者
差
別
禁
止
法

崔
　
栄
繁

特集
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な
ら
び
に
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
。

　
第
三
条
で
は
、
国
家
人
権
委
員
会
は

司
法
、
立
法
、
行
政
と
い
う
三
権
か
ら

独
立
し
た
国
家
機
関
と
し
て
の
独
立
性

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
本
法
の
適
用
範

囲
を
韓
国
国
民
と
韓
国
領
域
内
に
居
る

外
国
人
と
定
め
（
第
四
条
）、
第
五
条

で
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て
、
公
正
で

独
立
的
に
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
一
一
名
の
委
員
や
委
員
長
の
任
命

等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
委
員
長

と
四
名
の
委
員
は
大
統
領
が
指
名
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
一
定
程
度
、
大

統
領
の
影
響
力
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
。
障
害
差
別
調
査
課
が
国
家
人
権
委

員
会
法
や
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
お
け

る
障
害
差
別
を
担
当
す
る
部
署
と
な

る
。

　
救
済
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
第
三

〇
条
で
、
差
別
行
為
を
受
け
た
当
事
者

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
事
実
を
知
っ
て
い

る
人
や
団
体
も
申
立
が
可
能
で
あ
る
、

と
規
定
し
、
申
立
が
な
い
場
合
も
一
定

の
要
件
の
下
で
職
権
調
査
が
可
能
と
し

た
。調
査
対
象
は
す
べ
て
の
国
家
機
関
、

地
方
自
治
体
、
各
級
学
校
、
私
人
（
法

人
、
団
体
、
私
人
）
で
あ
る
。
手
続
き

と
し
て
は
、
ま
ず
、
申
立
の
あ
っ
た
案

件
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
か
棄
却
す
る

か
を
決
定
す
る
。
そ
し
て
調
査
を
行
っ

た
も
の
に
対
し
、
是
正
勧
告
を
出
す
か

却
下
を
す
る
か
を
決
定
す
る
。
是
正
命

令
権
は
な
い
。
是
正
勧
告
は
、
加
害
側

の
実
名
を
公
表
し
、
公
示
す
る
。
重
大

な
事
例
に
つ
い
て
は
マ
ス
コ
ミ
報
道
も

さ
れ
る
。

　
国
家
人
権
委
員
会
は
、
国
家
人
権
委

員
会
法
に
よ
る
人
権
救
済
の
他
に
、
二

〇
〇
八
年
四
月
か
ら
障
害
者
差
別
禁
止

法
に
お
け
る
「
障
害
者
差
別
是
正
機

構
」、
す
な
わ
ち
差
別
救
済
機
関
と
し

て
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

⑵
実
効
性

　
国
家
人
権
委
員
会
法
に
お
け
る
実
効

性
の
問
題
、
即
ち
、
差
別
是
正
の
た
め

の
命
令
権
は
付
与
さ
れ
ず
、
是
正
勧
告

の
み
行
使
し
う
る
点
に
つ
い
て
で
あ

る
。
二
〇
〇
八
年
に
行
わ
れ
た
障
害
者

差
別
禁
止
及
び
権
利
救
済
等
に
関
す
る

法
律
説
明
会
に
お
け
る
資
料
に
よ
れ

ば
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
か
ら
二
〇
〇

七
年
一
二
月
ま
で
の
障
害
差
別
申
立
事

件
に
お
け
る
勧
告
件
数
総
五
〇
件
の
う

ち
、
勧
告
の
受
容
率
は
九
五
・
七
％
で

あ
り
、民
間
部
門
は
一
〇
〇
％
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
家
機
関
が
調
査
に
乗
り
出

す
こ
と
で
、
被
申
立
人
が
み
ず
か
ら
申

立
て
内
容
に
つ
い
て
受
容
し
、
申
立
て

内
容
が
解
決
す
る
例
が
多
い
と
の
事
で

あ
り
、
差
別
事
例
に
つ
い
て
の
救
済
機

能
は
、
一
定
程
度
、
有
効
に
作
用
し
て

い
る
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。

Ⅱ
．障
害
者
差
別
禁
止
及
び

権
利
救
済
等
に
関
す
る
法
律

お
よ
び
同
施
行
令

１
．
障
害
者
差
別
禁
止
法
制
定
の
経
緯

　
二
〇
〇
一
年
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
障

害
者
差
別
禁
止
法
制
定
活
動
が
本
格
化

す
る
。
二
〇
〇
三
年
四
月
、
五
八
団
体

が
障
推
連
を
結
成
し
た
。
障
推
連
は
た

だ
ち
に
、
団
体
関
係
者
や
法
律
家
な
ど

の
専
門
家
が
参
加
す
る
法
制
定
委
員
会

で
法
案
作
成
に
と
り
か
か
っ
た
。
二
〇

〇
四
年
九
月
、「
障
害
者
差
別
禁
止
及

び
権
利
救
済
等
に
関
す
る
法
律
（
案
）」

を
九
月
に
発
表
し
、
法
学
者
等
の
諮
問

討
論
会
を
経
て
、
一
一
月
に
全
一
〇
四

条
に
三
つ
の
付
則
と
い
う
修
正
案
（
以

下
、
障
推
連
案
）
を
公
表
し
た
。

　
二
〇
〇
五
年
九
月
、
民
主
労
働
党
よ

り
、
障
推
連
案
に
若
干
の
修
正
を
加
え

た
民
主
労
働
党
案
が
国
会
に
発
議
さ
れ

た
。
実
質
的
に
障
推
連
案
が
国
会
に
出

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
二
〇
〇
六
年
五
月
、
大
統
領
諮
問
貧

富
格
差
是
正
委
員
会
の
提
案
に
よ
り
、

政
府
一
二
の
関
係
省
庁
と
障
推
連
に

よ
っ
て
「
障
害
者
差
別
禁
止
法
民
官
共

同
企
画
団
」（
以
下
、
共
同
企
画
団
）

が
結
成
さ
れ
た
。企
画
団
会
議
が
七
回
、

小
委
員
会
が
五
回
開
催
さ
れ
、
こ
こ
で

の
議
論
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
の
が
、
民

主
労
働
党
案
す
な
わ
ち
障
推
連
案
で
あ

る
。
し
か
し
、
独
自
の
障
害
者
差
別
禁

止
委
員
会
、
是
正
命
令
、
懲
罰
的
賠
償
、

立
証
責
任
の
転
換
等
の
問
題
に
つ
い
て

は
意
見
が
分
か
れ
た
ま
ま
、
九
月
に
共

同
企
画
団
案
が
作
成
さ
れ
た
。そ
の
後
、

残
さ
れ
た
争
点
の
妥
協
が
図
ら
れ
、
二

〇
〇
七
年
三
月
六
日
の
本
会
議
で
採
択

さ
れ
た
。
四
月
一
〇
日
に
公
布
さ
れ
、

そ
の
一
年
後
の
二
〇
〇
八
年
四
月
一
一

日
よ
り
施
行
と
な
っ
た
。
現
在
、
本
法

の
所
管
省
庁
は
保
健
福
祉
省
障
害
者
政

策
局
障
害
者
権
益
支
援
課
で
あ
る
。
な

お
、
同
課
は
障
害
者
権
利
条
約
第
三
三

条
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
るfocal 

point

（
担
当
部
局
）
も
兼
ね
て
い
る
。

2
．
障
害
者
差
別
禁
止
法
の
内
容

⑴
概
要
と
総
則
部
分

　
障
害
者
差
別
禁
止
法
は
計
六
章
、
五

〇
カ
条
と
付
則
か
ら
成
る
。第
一
章「
総

則
」（
第
一
条
〜
第
九
条
）、第
二
章
「
差

別
禁
止
」（
第
一
〇
条
〜
第
三
二
条
）、

第
三
章「
障
害
女
性
及
び
障
害
児
童
等
」

（
第
三
三
条
か
ら
第
三
七
条
）、
第
四
章

「
障
害
差
別
是
正
機
構
及
び
権
利
救
済

等
」（
第
三
八
条
〜
第
四
五
条
）、
第
五

章
「
損
害
賠
償
・
立
証
責
任
等
」（
第

四
六
条
〜
第
四
八
条
）、第
六
章「
罰
則
」

第
四
九
条
〜
第
五
〇
条
）
と
な
っ
て
い

る
。

　
障
害
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
第
二
条

二
号
で
身
体
的
・
精
神
的
損
傷
ま
た
は

機
能
喪
失
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
個
人
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の
日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生
活
に
相
当

な
制
約
を
招
く
状
態
、
と
し
て
い
る
。

こ
こ
は
、
障
推
連
が
最
後
に
妥
協
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
が
、
第
六

条
の
「
差
別
禁
止
」
条
項
で
、
障
害
の

過
去
の
経
歴
や
障
害
の
推
定
に
よ
る
差

別
を
禁
止
し
て
お
り
、
同
法
の
適
用
範

囲
を
第
二
条
の
「
障
害
者
」
か
ら
実
質

的
に
広
げ
て
い
る
。

　
第
四
条
で
は
、障
害
を
理
由
（
事
由
）

と
す
る
差
別
を
定
義
し
て
い
る
。
直
接

差
別
（
第
四
条
一
項
―
一
）
と
間
接
差

別
（
第
四
条
一
項
―
二
）、
正
当
な
便

宜
供
与
の
拒
否
（
第
四
条
一
項
―
三
）、

不
利
な
待
遇
を
表
示
・
助
長
を
直
接
行

う
広
告
あ
る
い
は
効
果
（
第
四
条
一
項

―
四
）
と
い
う
四
類
型
に
分
け
て
規
定

し
て
い
る
。
広
告
に
よ
る
差
別
を
除
け

ば
、
Ａ
Ｄ
Ａ
等
の
差
別
類
型
、
い
わ
ゆ

る
「
差
別
の
三
類
型
」
で
あ
る
。

　
障
害
者
差
別
禁
止
法
制
度
に
お
け
る

核
心
の
一
つ
で
あ
る
「
正
当
な
便
宜
」

に
つ
い
て
は
、
第
四
条
一
項
―
四
で
、

障
害
者
が
障
害
の
な
い
人
と
同
等
に
、

同
じ
活
動
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
障
害
者
の
性
別
、

障
害
の
種
別
お
よ
び
程
度
、
特
性
等
を

考
慮
し
た
便
宜
施
設
・
設
備
・
道
具
・

サ
ー
ビ
ス
等
、
人
的
・
物
的
諸
般
の
手

段
と
措
置
、
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
第
八
条
の
第
一
項
で
は
国
や
自
治
体

に
、
障
害
者
差
別
を
防
止
し
、
差
別
被

害
者
の
救
済
と
、
積
極
的
差
別
是
正
措

置
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定

し
、
同
条
二
項
で
は
「
正
当
な
便
宜
」

供
与
の
た
め
の
技
術
的
・
行
政
的
・
財

政
的
支
援
を
義
務
づ
け
し
て
い
る
。
第

一
項
の
内
容
が
具
体
的
に
国
や
自
治
体

に
対
す
る
積
極
的
な
措
置
の
請
求
権
を

指
す
の
か
、
今
後
の
法
の
運
用
に
注
視

す
べ
き
で
あ
る
。

⑵
各
論
部
―
第
二
章
、
第
三
章

　
第
二
章
は
、各
論
部
分
で
あ
る
。「
雇

用
」（
第
一
〇
条
〜
第
一
二
条
）、「
教
育
」

（
第
一
三
条
〜
第
一
四
条
）、「
財
と
用

益
」（
第
一
五
条
〜
第
二
五
条
）、「
司
法
・

行
政
、
サ
ー
ビ
ス
及
び
参
政
権
」（
第

二
六
条
、
第
二
七
条
）、「
母
・
父
性
権
・

性
等
」（
第
二
八
条
〜
第
二
九
条
）「
家

庭
・
家
族
・
福
祉
施
設
・
健
康
権
等
」（
第

三
〇
条
〜
第
三
二
条
）
と
い
う
タ
イ
ト

ル
と
な
っ
て
い
る
。

　「
雇
用
」
に
関
し
て
は
、
第
一
〇
条

で
は
募
集
か
ら
解
雇
ま
で
の
差
別
を
禁

止
し
て
い
る
。
第
一
一
条
は
正
当
な
便

宜
供
与
規
定
で
あ
り
、
第
一
二
条
で
は

採
用
以
前
の
医
学
的
検
査
を
禁
止
し
て

い
る
。
ち
な
み
に
日
本
と
同
様
、
義
務

雇
用
制
度
を
採
っ
て
い
る
韓
国
で
は
、

積
極
的
差
別
是
正
措
置
で
あ
る
義
務
雇

用
制
と
障
害
者
差
別
禁
止
法
は
相
互
補

完
的
な
役
割
を
果
た
す
と
理
解
さ
れ
て

い
る
。
教
育
に
関
し
て
、
第
一
三
条
一

項
で
は
、
教
育
責
任
者
は
障
害
者
の
入

学
支
援
お
よ
び
入
学
を
拒
否
で
き
ず
、

転
校
を
強
要
で
き
な
い
、と
し
て
い
る
。

韓
国
は
原
則
統
合（
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
）

教
育
を
前
提
に
し
て
お
り
、
興
味
深
い

規
定
で
あ
る
。
第
三
節
は
動
産
や
不
動

産
取
引
、
建
物
や
交
通
機
関
へ
の
ア
ク

セ
ス
、
情
報
ア
ク
セ
ス
、
文
化
芸
術
活

動
や
体
育
活
動
に
お
け
る
差
別
を
禁
止

し
て
お
り
、
第
六
節
「
家
庭
・
家
族
・

福
祉
施
設
・
健
康
権
等
」
で
は
、
福
祉

施
設
職
員
だ
け
で
な
く
、
家
庭
内
や
家

族
関
係
に
よ
る
障
害
者
に
対
す
る
不
利

益
取
り
扱
い
を
禁
止
し
て
い
る
。

　
第
三
章
と
し
て
個
別
に
障
害
女
性
や

障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
つ
い
て
規
定
さ

れ
て
い
る
。「
性
に
よ
る
差
別
」
は
本

法
第
二
八
条
で
禁
止
し
て
い
る
が
、
個

別
に
障
害
女
性
の
章
が
設
け
ら
れ
て
い

る
の
は
、
障
推
連
の
法
案
作
り
に
女
性

障
害
者
・
団
体
が
、
女
性
障
害
者
の
声

を
ま
と
め
る
た
め
の
一
つ
の
「
枠
」
と

し
て
主
体
的
に
参
画
し
た
た
め
で
あ

る
。

⑶
救
済
に
関
す
る
規
定

　
本
法
の
中
核
の
ひ
と
つ
を
な
す
の

が
、
第
四
章
か
ら
第
六
章
に
い
た
る
救

済
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

　
差
別
是
正
機
構
に
つ
い
て
は
第
四
章

に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
国
家
人
権
委
員

が
本
法
に
お
け
る
第
一
次
的
な
救
済
機

関
と
な
る
。
第
四
三
条
で
は
、
国
家
人

権
委
員
会
の
勧
告
不
履
行
の
際
に
法
務

大
臣
に
是
正
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
た
。二
元
的
救
済
制
度
で
あ
る
。

手
続
き
等
に
関
し
て
は
国
家
人
権
委
員

会
法
に
準
拠
す
る
形
と
な
る
（
第
四
一

条
）。

　
第
五
章
で
は
損
害
賠
償
と
立
証
責
任

に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
第
四
六

条
で
は
「
損
害
賠
償
」
に
つ
い
て
定
め

て
お
り
、
第
一
項
で
は
、
加
害
者
が
故

意
ま
た
は
過
失
が
な
か
っ
た
点
を
立
証

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
お
り
、

立
証
責
任
の
転
換
を
し
て
い
る
。
ま
た

同
条
第
二
項
と
第
三
項
で
は
、
被
害
者

の
財
産
上
の
損
害
額
認
定
に
つ
い
て
、

差
別
行
為
を
し
た
者
が
得
た
利
益
等
か

ら
被
害
者
の
相
当
の
損
害
額
を
認
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
、と
規
定
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
障
推
連
が
当
初
よ
り
主
張
し

て
い
た
懲
罰
的
賠
償
制
度
の
規
定
と
の

引
き
換
え
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
被
害
者
へ
の
救
済
の
側
面
が
強
化

さ
れ
た
と
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
第
四

七
条
で
は
差
別
行
為
の
有
無
に
つ
い
て

誰
が
証
明
す
る
か
と
い
う
立
証
責
任
に

つ
い
て
、「
配
分
」
と
い
う
形
で
妥
協

し
た
が
、
少
な
く
と
も
加
害
者
側
も
障

害
に
基
づ
く
差
別
が
な
か
っ
た
こ
と
を

立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
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4
．
施
行
令

　
二
〇
〇
八
年
四
月
一
一
日
、
全
四
〇

条
と
六
つ
の
別
表
か
ら
成
る
施
行
令
が

策
定
さ
れ
た
。
同
施
行
令
の
重
要
な
役

割
と
し
て
、「
正
当
な
便
宜
」
供
与
の

内
容
、
段
階
適
用
の
範
囲
や
時
期
を
定

め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
第
五
条
は

雇
用
に
関
す
る
事
業
所
へ
の
段
階
的
範

囲
を
規
定
し
、
別
表
一
で
は
雇
用
に
関

し
て
、
別
表
二
で
は
教
育
機
関
の
段
階

的
適
用
範
囲
を
、
別
表
三
で
は
財
貨
や

用
益
に
関
す
る「
行
為
者
の
段
階
適
用
」

を
定
め
て
い
る
。
別
表
五
ま
で
は
す
べ

て
段
階
適
用
の
時
期
と
範
囲
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。

　「
正
当
な
便
宜
」
の
内
容
に
関
し
て
、

施
行
令
第
六
条
で
は
雇
用
に
関
す
る

「
正
当
な
便
宜
」
の
内
容
を
定
め
て
い

る
が
詳
細
な
規
定
は
無
い
。
こ
れ
は
個

人
個
人
と
事
業
所
等
と
の
協
議
や
調
整

で
具
体
的
な
内
容
が
決
ま
る
「
正
当
な

便
宜
」
の
性
質
上
、
十
分
で
あ
る
と
立

法
者
が
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

Ⅲ
．障
害
者
差
別
禁
止
法
施
行

以
後
の
実
施
状
況

1
．
韓
国
政
府
の
取
り
組
み

　
二
〇
〇
八
年
四
月
の
施
行
以
後
、
韓

国
政
府
の
主
な
取
り
組
み
と
し
て
特
に

重
要
な
の
が
、
二
〇
〇
八
年
六
月
か
ら

の
政
府
合
同
対
策
班
の
設
置
と
運
用
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
障
害
者
差
別
禁
止
法

に
関
連
す
る
一
五
の
省
庁
で
構
成
さ

れ
、
各
分
野
の
準
備
状
況
を
点
検
し
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
論
議
す
る

等
、
政
府
が
一
元
的
に
対
応
の
た
め
の

枠
組
で
あ
る
。
政
府
合
同
対
策
班
は
、

障
害
者
差
別
禁
止
法
の
規
定
に
抵
触
す

る
と
考
え
ら
れ
る
既
存
の
国
内
法
に
つ

い
て
、
法
改
正
も
含
め
た
対
応
策
を
検

討
し
て
い
る
。

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
系
構
築
の
事
業
の

推
進
も
重
要
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
、

保
健
福
祉
省
（
当
時
は
保
健
福
祉
家
族

省
）
は
「
障
害
者
差
別
改
善
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
体
系
構
築
の
た
め
の
政
策
研
究
」

と
い
う
報
告
書
を
作
成
し
、
試
行
事
業

に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

2
．
障
害
者
差
別
禁
止
法
案
件
処
理
件

数
等

　
障
害
者
差
別
禁
止
法
施
行
以
前
と
以

降
で
は
、
一
カ
月
間
の
申
立
件
数
に
換

算
し
て
、
八
倍
以
上
増
加
し
た
。
分
野

別
に
見
る
と
、
雇
用
は
二
・
四
倍
、
教

育
は
三
・
八
倍
、
財
・
用
益
・
行
政
・

司
法
・
参
政
に
関
す
る
も
の
は
一
一
・

六
倍
、
そ
の
他
い
じ
め
等
が
四
五
倍
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
是
正
勧
告
に
つ
い
て
で
あ

る
。
二
〇
〇
八
年
一
月
一
日
か
ら
一
二

月
三
一
日
の
一
年
間
で
、
障
害
差
別
に

関
す
る
是
正
勧
告
は
二
〇
件
で
あ
り
、

そ
の
内
、
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
基
づ

い
た
是
正
勧
告
は
一
二
件
で
あ
る
。
こ

れ
ら
全
二
〇
件
の
う
ち
一
三
件
は
「
勧

告
の
受
容
」、
三
件
が
「
勧
告
の
一
部

受
容
」、
四
件
が
「
検
討
中
」
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
現
時
点
で
は
障
害
者

差
別
禁
止
法
を
使
っ
た
裁
判
事
例
は
な

い
、
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
、
蓄
積

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
判
例
の
分
析
が
重
要

に
な
る
。

●
今
後
の
課
題
―
ま
と
め
に
か
え
て
―

　
韓
国
の
障
害
者
の
権
利
保
障
法
制
度

た
る
国
家
人
権
委
員
会
法
と
障
害
者
差

別
禁
止
法
は
多
く
の
示
唆
点
を
与
え
て

く
れ
る
。

　
ま
ず
、
国
家
人
権
委
員
会
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
そ
の
是
正
命
令
権
の
欠
如

と
い
う
限
界
性
を
持
ち
つ
つ
も
、
実
効

性
に
つ
い
て
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
ま

た
、
国
際
人
権
規
範
を
国
内
に
お
け
る

人
権
侵
害
や
差
別
事
例
に
そ
の
ま
ま
適

用
で
き
る
こ
と
や
、
利
用
の
し
や
す
さ

な
ど
は
非
常
に
魅
力
的
で
あ
る
。
こ
れ

に
関
連
し
て
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
、

第
九
四
会
期
国
際
人
権
規
約
自
由
権
規

約
委
員
会
は
そ
の
最
終
見
解
の
第
九
パ

ラ
グ
ラ
フ
で
、
日
本
政
府
に
対
し
独
立

し
た
人
権
機
関
の
未
設
置
に
対
す
る
懸

念
を
表
明
し
て
い
る
等
、日
本
で
の
人
権

救
済
機
関
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
久

し
い
が
、韓
国
の
国
家
人
権
委
員
会
は
、

一
つ
の
モ
デ
ル
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
障
害
者
差
別
禁
止
法
に
つ
い
て
は
、

障
推
連
の
主
張
で
あ
る
⒜
国
家
人
権
委

員
会
か
ら
独
立
し
た
障
害
者
差
別
禁
止

委
員
会
の
設
置
、
⒝
実
効
的
な
権
利
救

済
手
段
と
し
て
の
是
正
命
令
、
⒞
立
証

責
任
の
転
換
、
⒟
懲
罰
的
賠
償
制
度
導

入
は
、
そ
れ
ぞ
れ
妥
協
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
に

沿
っ
て
、
あ
る
程
度
の
導
入
に
成
功
し

て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
た
。
法
の
適
用

範
囲
＝
障
害
者
の
範
囲
も
含
め
、
今
後

日
本
で
の
障
害
者
差
別
禁
止
法
の
検
討

に
た
い
へ
ん
参
考
と
な
る
立
法
例
と

な
っ
た
。

　
ま
た
、「
正
当
な
便
宜
」
が
お
お
い

に
注
目
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
も
一
様
に

法
律
に
明
記
さ
れ
て
る
正
当
な
便
宜
に

つ
い
て
は
、
障
害
者
差
別
禁
止
法
は
大

き
な
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
認
め
て

お
り
、高
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、

法
律
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
正
当
な
便

宜
や
そ
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
、
な

か
な
か
認
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と

が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
の
運
用
が

注
目
さ
れ
る
。

　
今
後
、
障
害
者
差
別
禁
止
法
の
規
定

が
ど
れ
だ
け
機
能
す
る
の
か
、
ど
の
よ

う
な
補
完
策
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
。

日
本
の
障
害
者
権
利
法
制
度
の
確
立
へ

の
手
が
か
り
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る

（
さ
い

　
た
か
の
り
／
Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
）


